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§１。研究成果の概要 

本研究は、計測対象/過程/環境に付随する様々な性質・条件（センシング知見）を数理的に取

り入れることで、計測データに内在する劣化・不完全性を克服し、信頼可能な知識発見に足る質と

量を備えた信号情報を解析するための基盤的技術の創出を目的としている。 

本年度の主な研究成果として、リモートセンシングデータ解析のための汎用的な網状ノイズ除去

フレームワークの提案が挙げられる。 

ハイパースペクトル画像（HSI）や赤外線映像などのリモートセンシングデータには、個々の検出

器の不均一な応答の違い、校正誤差、暗電流などに起因する縞状ノイズが重畳する。縞状ノイズ

はハイパースペクトルデータのミクセル分解やスペクトル分類、 赤外線ビデオのターゲット認識な

ど、その後の知識抽出に多大な悪影響を与えるため、縞状ノイズの除去が重要な研究課題となっ

ている。縞状ノイズ除去の既存法の多くは、所望の信号情報を特徴づける正則化関数と縞状ノイズ

を特徴づける評価関数の重み付け和を最適化するアプローチをとっているが、両者が競合し性能

が安定しないケースが多いことに加え、これらのバランスを定めるハイパーパラメータ設定も困難で

あった。 

本成果における最も顕著な貢献は、縞状ノイズの特徴づけを目的関数に加えるのではなく、一

方向に強度が一定であるという制約条件（平坦制約）として定式化した点である。縞状ノイズは、計

測上の理由から必ず上記の性質を有するため、本成果は「ハイパースペクトルイメージングや熱赤

外線イメージング等の計測の背後にある知見（センシング知見）を制約条件として定式化する」とい

う本研究が志向するアプローチを体現した好例となっている。また、平坦制約を含む凸最適化問

題として縞上ノイズ除去問題を定式化し、正則化項の形を（最適化問題が効率的に解ける条件を

満たす範囲で）一般化しているため、既存法の根本的課題であった汎用性も同時に実現してい

る。 
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